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膝関節前十字鞠環損傷手前十字靭帯低塩食再建

Ⅰ. は し 把) に

近年呆ポ--､yを受像原因とする膝関節前十字靭帯 (以

下 ACL)損傷例が増えてきている,これには関節鏡に

よる診断技術U)向上が早期診断を確実にしたことも要因

のひとつである.

こげ)ACL損傷の治療に-端､ては,受傷緩できるだ

る考えやき初回覚常時には,靭帯に対する修復や再建術

を行わずに保存的に治療し 機能障害が現れた時点で再

建術を行うべきとする考えなど見解の-磯をみていない,

そこで著者は,新潟大学整形学科で1982年か好日987

年まで取 り扱った,ACL 損傷患者 且削例 1削除を,施

された治療鑑別親Ii下の4群をこれげそれぞれの成績を分

析することで妥当な治療法について検討した.

王群 :放置例

ll肝: 磯路復刊

m粧 : 磯路復 ･両雄裾=I的灘 fjp例

W群 :血管叢付き膝蓋靭帯による陳旧性 ACL 損傷

再建術例

Il. 症例の概要と研究方法

.･＼ . 症例の概要

19 8 ;掩 三からま粥7年が〕問に当科で関節鏡もLくぼ手術

時 に Aを こし損傷を確認 したもののうち,整骨裂離骨折

お よ び 後 十字靭帯損傷合併例を除外 した.全対象症例数

は 1 8 息 例 で.性鮎 ま男92例,女89例で受傷時年齢は12歳

か f 〕 5 三成 で30歳未満が81%を占め,男では20歳代に､身

で は 1 0 歳 代 にと-クがあー)たa受傷櫛粥はスポ--ツによ

る も が 摘 ミ ほ確例妨5%と多くそのうち後目別ではバスケ､プ

i - -ト ー･ 二..'こ申廿凸.:rLT]_∵∴ト 十.

以 卜 に 治 療法別に各群の症例の概要を示す.

才 群 : 放 言馴 到 91例

性 別 は , 男 36例,身55例で∴受傷将軍齢は12歳から50

歳 で . 3 0 歳 未 満が79勤主を占めていた.受歯原因はスポ--

ツ に よ る も U 摘ミ80例88%と多かつた.受歯後の経過年数

ぼ最長が33年で75年最上級適例が42例52%であ-:>た,

経過中をこ縫視下半IIB板切除術をうけたものは趨9例>関

節鏡検査U")みを行い経過観察Lている私のは42例であっ

十.

訂群:一次修復例 38例

性別は男且5例,食器例で,受傷時年齢は1竣歳から53歳

で†30歳未満が79%を占めていた.受傷原因はスポ--ツ

をこよるものが29例79%を占めていた.術後経過期間は2

年iれ詞から6年5カ月で,5年以上の症例が且3例34%

となっていたpなお,半月板損傷の合併は1竣例37%寓み

られた.

また ACL 銅損蕩部位は大腿骨麗始部31例,中東部

5例ヲ澄骨側呼止部2例であった｡

手術方法は,Marshauu法 (園 漫)によ-)て行われ
上.

?jTll'竹上 な-･‖町こ..受鶴崎車齢LLHtrl歳か上̀,:日成て∴狛

歳未満の症例が甜%を占めていた.受像原因は汎ポー--ヅ

紅よる屯g)が且2例75%を責めていた.術後経過期間は1

年凍れ月か転4年2カ月で, 1例を除き3年未満oj症例

㍗.:樟二､.半Jj板損傷ハ合併言t津侶800｢.-jlJ'/I;∴.

手術方法は MT盈Sh盈且旦法による一次修復と並んで勝

野靭帯を用いた oveT洩et叩 TOute法による再建術

を追加した転び)である (図 郡.

なお著者が調査殿対象とした ACL 損傷部位は且6例

堂例が大腿骨起始部であったt

TV群 :陳旧上総再建術例 36伸

男29例,女7例で,覚傷時年齢は15歳から48歳で,3¢

歳末勝の症例が83%を長めていた中萱藤原欝は呆ポ-〟-ツ

による鮎のが33例92%を占めていた.術後経過期間は,

丑年4カ月から3年10れ円で3年未満の症例が緋%を長

めていた.

なお,ACL蒋建術を希望した理由は,膝の動揺性な

いし療病が,スポー---ヅ活動の障害としたもの26例72%予

圧事 トトFl‖l_巨 トト巨 ~､ト亘昭1'O(､∴ _ヽi_)L 上付 油 土t

た屯の2例6%であった.

手術方法は,膝蓋靭帯の内側 且烏 を血管墨付き弁で
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鼠 旦 膝関節の

A由太腿筋起始郡損傷

断端高二'_Il川1叫-litloop

愚書靭帯中東部損傷

両方の断端郡にそれぞれ
otlt･トて､.

(l.･[侶廿 甘言侶Lil~i古

畑Y.;J詔こ∴ =111ti両､I(-(叩

隠

立隼再 ､八1.A_,lTISh.･1日ll.II去.

…tt汀(､目穴卜机 紺 一外側粧 -.I)ullいりt:i.工

バIltun､上 い捌情宣用い 再帖 ∴ll1111川lt~いて-.

図 2 --次修復 金再建合併手術法

鬼｡長さ約す8-22cm 近位柳巾6だm遠位側巾魂cmの硯陛靭帯弁を採叡し

これをcp-ル状にして再建靭笛とする.

盟.再建靭帯を 柑VeT-撒哲-も叩 rCmtCで筋間中隔と大腿骨の問を骨膜耶こ

適して関節軸 こ尊びいた後さらに腰骨脅乳を適して断端は 雨後が哲
で酵母に固定する.
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図 3 膝蓋町 音~::を川卜封 lj建 (Noyesう法

A.膝蓋裾 勘梱 り1/3に内粧 ド膝 (m.i.ど.〕動脈を付トトて pedicltlとする.

良.大腿骨鋸 ま骨乱をサ愚僧鰍 孟母商を作製する.

C.大腿肯側言 st;1PIpに締結寸る.FJ'ff/hl.側艮 ゴ(､rew もしくは staplc
;･こて囲定する.

R. 研究方法

最下の項巨当について検討を行った.

1. I群別榊tL･･_TV群二lfう仲ltAり合計 11)7例ir一刀 して 1:日､~L:71

検討を行った.くW欝C)手術直前までは 王群とみなLう

るため)

;1. 損傷 AuノLT)経時的形態変化

関節鏡視下に確認 した ACL の形態を以下の3型に

消失塑 こACL が全 く消失 した転の

痕跡塑 :多少とも ACL の遮残が認められたもの

弛緩遷望:ACL の連続性は認められるが緊張がな く

弛緩 しているもの

b. 半月板損傷の陸将的合併率

関節鏡視下に損傷部位を確認 し,覚傷 臼からの期間で

分類 し検討 した,

し､. 受f頓妾5年1十卜経過剛い L線 ｣守= )A ~変lL'.

対象は53例で,捜紬 文男25軌 女28例であるか調査時

年齢はま5歳から59歳で,m歳代が全体の6嶺%を占めてい

ト 調炉 t-てこ･(ll期間汗 5;T.1㌧‖-.1両 ㌧木r満ハ もし半;Lt-1津巨1

TTt10に∴十 ､-てい-!∴

し線評価 方法は.片附 立位l日面像L;;:rf]し､て行い.健側

を対照とし所見を比較 した.

1). I--･TV群LTl鋸洋L=/-)いてl十F(1検討予行一言∴

ll. 日脚 rAT･状 :膝 ＼∴三才Lt:hL')行取 捧痛い 行額

tl. 什前牛溝動作 :zl:磨 .階段昇降,走行

し､. 悼.rudtL軸ITiR :LLL血11ilI･ltt-t.<T._kHlklt､トー

･n-rV群におけ る動揺性LM畔走 :I:r)kLrn F-nlJ了It

トレJ流をかけて レ線擬幾多を し中点計測法を行 う

･.朋主鋸WrJff. ･RON

(I. ~八ボー-･､弓J)働 能 :.1､日､㍗)L‖:]t階に分類 tた.

(-;i):通常LTl高校 .L,:;イ参加活動 Lべ ′i

G確 :特別 スポ-ツを行 っていないか, 学 校 体 育 薮

加 しぺ′し
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Ill. 結 果

下の検討を行った.(Ⅳ群の手術直前までは

l群とみなしうるため)

i.損傷 八(~､l_(.')維棉'!'Jl杉態変化

損傷 ACLの消柴は6カ月以内をこ1例もみ られない

が,経略的に増加してゆ凱 且隼未満で3諾%,それ以降

3年未満で35%繋それ以降5年未満で50%にみ られ 5

l榊も左小一､上 (図･1㌧

2申半月板損傷の経略的合併率

受像から1年以内のものでは6且%, 3年以内のもので

昌～宰0(..㌔_リ削吊 .Ip巧守)､上組遇 い上い ')で‖∴ 令倒 1州

oO｢二_辛.目板j~肘卑｣畑1ノきい'･-lL､ナ汗 一 図 ;I)､!.左お. H肝､【二m

群の手術時に確認した初回愛顧時をこおける半月板損傷合

併率は3冒瓢であった,

感傷複緩過期間 50 10

-6月-再考-3耳メ-5卑5卑-斐 I

+++,++ 喜三三三3管※≡;≡≡侶63;…‥
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図⊥I損損 (̂llJLT~深川!日月町埜'PiI-化

費億後経過期間 50 100
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図 5 半月板損傷の経略的合併率

3, 受容緩 5年以上経過 した例の レ線変化の検討

関節の狭購 kが認められた鮎瑚 豊後例 8%であった.

骨練形成が認め られたものは17例32%で,顧問隆起の粟

就化が認め られたものは20例3綴瓢をこ汲んでいた牡全体 と

して何 らかの レ線変化が認め られた 屯のは27例51%をこ達

ド .::L､た.

ti. Ⅰ群について

1. [十も封巨伏

自覚症状 と してぼ接 宅ずれを訴えているものが62%に

み られた書柊痛は52%虻みられ鳶 がいずれ屯寒冷時痛や

瀬 的後痛左上(′'坤自臣}亘､(.･7~一丁.や‥.た.

1'. 廿軒 卜活動f'†

33%をこ何 臣)かの困難さを訴えている症例がみられた,し

かし A通し 上漉きな障害とはなっていなかった.

こう. (机ti:ril,JFZTl~札

仕 丁車汗樟 来し､-;(1圭 .r71Jjr‖ノ;lt･l川･HTltt.ゝSt..拙 くIt叫

陽性で,膝蓋骨土 iOcm での大腿周囲径では,健側 と

1川1.卜J､仁･Y:.･ハ:I:;,･.-/I/.もハ/i)L圭_'0(､LPL認<､t･llエ~,hた.榔'11く()M

蓑 1 1打巨､∴∴い--/..:.冊妬ヒLl'-)射 L

愛舶 前 男-36例 洞 登 時

ぐう l(I) 1[二:I_二二=二二二二さ G l(1)

G ?(?? )3 ⊂=二二=二二二 二三> G 2(3)

女 -一･55例

…芸熟

一 一 ∴

(ら 1(2)

(.∋2(27)17

(∋3(25)12

G 3('25)

G 4(7)

G 1(0)

(∋ 2(1)

(∋3(30)

転髪iiiE 鰹 ヨ
G 4(I) IE=====-ニラ G 4(24)

:夢.･-)た.(_l,3では里で12例申lOfyr壇3党,,互で25例

申12例舶頼言亘受傷直前ハ状態を維持していた.
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制限が認められた症例はなかった.

櫓. 呆ポ-ヅ活動能の変化

盈書 食倒を受像直前と調登時とで比較

男女別に受像直前のスポ--ツレベルを詞登時と比較す

ると,調査時においでスポ-ツレベルが覚傷直前を上回っ

た私剃 怠且例転なかった.特に東予をこおいては覚衛直前

alプG2の比較的レベルの高い私のは全例活動舷が低

下 していた.しかし鷺傷直前G3の転のでは男で且2例中

】岬 lL /ip･二Tl).･Wli車1押付亘､､ソバま再出損率維持トt'~し､た

(義 郎.活動 レベルを下げた例における,下げた理 由 の

89%は膝をご蘭 す る不安感で,髄は枚挙紺だしいな どの社

会的理由であった.

b. 受藤時高校生であ った30例 の高校生活 で の 活 動

レベル

男 5例の うち 3例が何 とか クラブ活動をや り終 えた 将

をこ対 して女は25例中わずか 2例のみがテ---ビングや筋 力

機は クラブ活動をやめた りマ ネ-ジャ岬に転向 した り L

L~:~ト上.

(1. 11群について

ト ロ.荘症状

擬覚症状 としてぼ膝 くずれが26%をこみ られた事務痛は

28%をこみ られたが寒冷時痛や,運動後痛などの軽度の も

iZ. E雄 一生活jiJ,rf/7:

正座をこ困難 さを訴 えた ものが32%あった.また階段の

昇 り､~こL(･畏(10(). 卜降で.lL)Oo.jofI函 1g粧 覧L')LL･h---こ.二日0｡

の症例が困難 さを訴 えていた.

3申 触覚的所見

徒手検査をこおいて術後 Lachmamtesも陽性の私のが

1封5113900.疑Fも許日月丁例Il:I,Oo.陰性が6例160-.Jであ-､!∴

｣什kI(-stにおし､ては陽性が16例;1ur)O(､,疑陽性が15例二L)

法で∴前方動揺性 を 測 定 上たし至ここ71.1_i-1ChlllanteSt陽性

(.ハ1二''例を含む 11-1例 39Qoが 八 CL 損 傷 域 (7)7000以山二八一.-

ていた. 膝 蓋 骨 L 1(km で Lr)人 腿 閉 園 径 で は 健 側 と 1(ill

1､_‖ ･t･7浦 :か か ､上 も い が 27例 7100に 認 め !､),ll-tJ.は く･lH tO M

で は 伸 展 制 限 を 残 し た も し7)が 10度 2 例 , 15度 1例 n 二号例

:lf'-.た が , 屈 曲 了fjり限 (71残 ･一､上 い 宜 tな か --,-lJ..

動 揺 性 で は LとiChnlこ1n teSt 陰 性 2 例 , Jt-17-k ttlSt 陰 性

3 例 で あ -､た .二日 ミ･-､パlT.-勤能は現在もも恒))Lべ′iを

維持しているも(7吊ここi例てか-,/∴ lノaCllnlL1.lltt､St陰性

の語例の関節鏡所見では亨ACLは連続性は認められる

753

もL7)(1).緊張(?:)無 い東 根 様 〔†欄 1織 で 鉦 ､ブ∴ ト組 付 )変

化は軽度で術 前 よ 戦鮎畢 閣 隆 起 が粟 爵量化 した もの が 2例

にLtlJJ,.巨. 2例 と_も IJ;lL､ll111'ltn tt.St陽 性 で .ii'･守∴

･1. tI+:･一㌧パ石動能 tJl変 化

受 像 直 前 と比 較 して もとの スポ- ツ レペ 叫 こ復 帰 して

い た もの は 9例 2竣% で あ った.複 帰 した 鮎の の 多 くは比

Ej.L･紬 1~り ミ-･-･'･.'L.-..し､こ,LIL-i.')titL､(;こ膵 痛喜一:佃 か 号′上 して1, (;

2の症 例 では復帰 困難 な例 が2割 藩% と多 か つた を東 部 ,

工 ` 一 .

(■--38)

図 6 11耶(Jl前Jj動揺性〔'1術前･術後比桔

A:lJaL.hmantt?st.ハ結果
陰性化し_たもし-･T汀t1600の.もて卦-､た .

B:Jer･kt_estの打製
陰什化したもLr)は26牡で:(I" 上 .

蓑 2 Il粧:1二くポ･--､パLT.-qr]Jf7.巨(ハ変 化

受侮if浦J
G 1(1)

C 2 (24

G 3 (13)

S s

術 後

G - 1 (0)

G 2 (3)

(rJ-Ll(tl)

G 3(22)

G 4 (13 )

C.11f札 C.221剛い訂22例 紺 .pT,拓か.封 加 t痛 JIの .状

態に甘局できなか--,た.
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l). lIt群について

1. i十迂症状

鉦緩症状 と Lては膝 くずれはユ3%に,あ だプねたや柊痛は

19熟;にあざ)れたが亨程度は寒冷時痛や運動後痛などの軽

度の 転び)であった労

二_チ. 日常牛高軌f'J毒

Jt骨 ∴困難 十十訴二十 日､用Il二凸謹 ､･､上 階f牛 車 ト1

~レ(.巧 ､. 卜甘 ･丁~1二300.両HLrillL,紺 !-ilt･11心行 こ･6%('lil-‖叫

二号. lLT"I.'狛 r-F目しIJ

徒 †-宰三桁 -古い ::勅 や 1.;.lLIhlllこltli(_､トーが陽 性 i'日吉1

.i∴ ~再 現性 し､､L'lL叫言裾 や(.うー1..･E日 日 _1(ド()fl侶 p付 ト音

か F'転倒 し 臨床所 見よ 昭 辱断裂 と診断 Lた症例であ る.

｣什Itltゝゝl言紺 Jj~■ L'佃l:30い.髄 陽 性 か 1榊 ti(-∩.舷

畑 ･)_;･1;刑 ト1いい-∴ ぞ'- 十 t､図 7､･. 上 '.L車 rl鳥1-測 江 .:FtI吊 j

動揺 性 を測定 Lた と こjp,声蒋断裂 が)2例 を除 き,ア0%以

上､-,JT...L-(I;･1拙 =;-八 ･:L'Jい 上.瞳 甘 廿 卜 1()Hll~~L､､i-､腿

.拙 j臣ド∵ 馳 ftiUI_IL･nl卜L､仁,T'::.:J一十く'､JI.い '吊 ～‖祈 りOoで

め-′きた書経 o)RO閲 で は伸展制 限 を残 した 魁a)が 3例

;̀二､･'). 二.'例が1(哩. 1例:1.;･1詔土∴∴;;‥,;;∴ 柚 胴 ;冊とL,:!r:d'

例に認めたがこれらは最大屈曲ユ3(魔 で あ --3た,

登願療前と比較Lてもと鞘硯ポ---ツレベルをこ復帰 Lて

L : ∴ ミ ニ ー;

5() lL)0

(‖-16)

図 7 711畔L'~涌り｣'動揺件Ly用摘■j-･両肌t樟

A:7｣flLliltnante.qtLMLl.:I.尖
陰性化したものは74%であった.

T3:Jerktf.stL'再.早出

陰性化 したものは81%であ-3た書

衆 3 Ⅲ欝のスポ-ツ活動能の変化

覚勧 翫毒巧 術後

t . Tr ･ ･ 一

円 i g E 夢 璽

(.I.二(小 二-;ここ:=== = = = = ラ G '1ト目

指 3 削 …≡ ≧ 語 G 3旧

綴 尋削 3㌦ - -- 指 細 き

もとの スポ- ツ レベ ルをこ復帰 で きた ものは G 13

叫 .Ll,2雄 一｣,(1.こ15伸 ､1..日(刑 tミ:ミ∴∵∵iA‥‥ !∴

ト ∴ ･t.Ll主=(刑 (冊 い十 トItl!-. .p('~)申 こ-言 ､‖町 ､､(I,1症

例 1言い'く∴十 ･､1il＼JLL'-高 い㍉‖三根 -､tか ､上 し表 :汁

ll;. TV群 について

1. 廿 i:L川FJ叫 虻

街練 の 自覚所 見 と Lて膝 くずれ を訴 えて いた む齢 2例

･†｢運動 操痛 ,:-l了 .'.l~,秤 :uL■亘 I.､~∴ト ,;-_.

1). Eh-;･;牛t.･11油川 ∴~

正毅 で19%,克行 で 86%,階段降 巨ご1且チ摘 忘不 自由 蓬

を訴 えて いた.

r:.:_:1 i- j 【 …

50 100

卜
10% (ll-36)

図 8 揮群の前方動揺性の術前や術後比較

術後陰性化したのは59港であ-〕た.

R:Jerktestハ結果
術後陰性化したのは6望霧であった.
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3. 仙骨甲,ユ

徒手換登において術後 Lachmar日eS音で陽性碍私の

では陽性10%,疑緩慢28%陰性62%であった (図 8上

T汗-(..Ll､トt,一:＼u_j~購,5･Il.軒 ･し､てい上.∴恒､立i-11_ー(･lJll

IllこllltL､トl陽性ハi亘阜 ニ_'帆 捷閲牛､亘言阜 二.‖町∴ト･

た.膝蓋骨上 旦Ocm での大腿周囲径では健側と1cm

以上差のあ1た症例が75%にみられた.ROM では伸展

制限を残した屯のが6例ありその うち嶺例が 5鳳 2例

机0度であ-きた.屈曲制限は こき例あり軍 1例が 闇 度 2

f町 1ゝ1二即と∵.壬;､Lた. 付 二言甘藍 1JiiMiJ節し._､… ､t'ilこiti川1

では手術時と比較 して願問隆起U)尖鋭化が認めだ凍 たも

のが4軌 骨練形成が認められた屯のが2例あり,また

畢関都の骨乳付近の骨醸形成 鮎6例にみど〕わた.また終

蓋執務を血管付 きと Lた利点は特をこ認め訂プれなかった.

4. 汎ポ--ツ活動能o)変化

受歯直前と比較 して藻3とのスポ- }レベ叫 こ復帰 して

いたも0)は19例53%であ-)た. Lか Lスポ--yレ べ 叫 £

G l, 2軌 G29 6例で他はG 30〕比較 的 ス ポ --ツ レ

ベルの低いものが多か-Jた (寮 粧

表 題 YV群の スポー ツ 活 動 能 の 変 化

受 傷 i恒絢
術 後

G '217.lli

G-:H i:l)

(I;･-i∴:

惹

Li二(7)

G 3ほ3)

l
一

.iJJt

GもβG2例では22劉申8例36% のみが愛機蔽摘;∫

のレベ叫こ優帰 し′サ抗語例ではi3例申 u例85%が

馴紬臓腑 ベ心に復帰している.

11㌧ 考 察

A.:I(1L損傷放置例の転帰

まず損傷 ACLが放置きれた鳩舎決して晦然治癒す

ることなく時間Q)経過と共に消失Lていくことが今岡の

調査で明だ)かとな一一-,た.これは ACL は周囲に時男掴〕

755

支持組織をもたないため断裂端が離開し,断端が接触位

を線路することができないことこれをこよりÅ乱 をこ適

当な緊張がかかだっないこと綱肖来して行く要因と考えら

れる.

次をこACL損傷放置練の半月板損傷が)合併率をみる

ると報告し 黒沢だぅ6日;日 隼鉦上3年未満で朗%紅予

暫 している.著者の検討症例では予初回受歯から櫓遇以

凸ハ囲-工圭汀O汗 _.∴十 日圧を1f‖~情 ハ佃 ':･tミ凸.∴ 十

れ揖降 3年以内のもので猶%虻, 5年以 上経過 Lた 例 で

は 且輔%に半月板損傷U)合併が認め6-)れ て お を,)諸 衷 o)報

祭とはば---敦 も/ていた.著者即検 討 対 象 症 例 o)受 像 後 U)

活動 レベルは諸家の鮎の よ り低 い 症 例 が 勢 い をこ ､淫3か か わ

らずこのような高い 合 併 率 を 示 した こ と か ら , 放 置 例 で

は半腰板損傷 の 合 併 が 高 頻 度 に お こ る こ と は 駿 い な い と

思われ る .

ま た A CL 損 傷 膝 で は 半 月 板 損 傷 U)合 併 と 並 行 Lて

関 節 軟 骨 o)損 歯 も経 特 約 に 増 加 Lて い く点 に -jいて最初,

掴 aysh絶息旦即 が 淡 を 用 い た 実 験 で 報 告 Lている.その後

臨 床 例 で も, M cDamie王 ら 5日 ま, 受像後平均1約年経過 し

た 封)回 し~㍉凋 杏 -∵冊 い. Nいさ･(㌔-.i∴"言･封畑七十日 ;r)言;lr

5禎% に レ線 上 明 ら かな変化を認めたと緒雪空豪Lている.普

者 が)検 討 対 象 例では51%にレ線 と_a)変化を認めたが程度

不 整 が寛な転鞘であった.これは受侮後の活動性が諸家

の報告例より低いことに麗洞していると推測きれた∴欝

老齢検討対象例03*で,受像後も盛労働に従事していた

症例には高度の変形症性変化かみだ3わた転び)もあった

堰】tI十

放置例が)活動性が)変化に･f,)いて,McDan豆e15日ま50例

中2猪瞳;転と0)スボ--ツに復婦できたと報告 Lている,

しかL逆をこ渡会だ)遠望日豊且例叡もとのレベルには復帰で

きなかったと報告 している∴賢者の症例ではG 畑 G諾

い比較的~･',十 --I?..1･＼!iL'江上､い1)∵言出例中l両肌L)Oo

ものでは43例中27例63男摘ミ復帰できた.このことから放

置 した ままでは商いスポ---ツレベル-の復帰は困難であ

ると考 え られた.特をこ著者の症例の車で多い,濃傷時高

校生であった例 は,放殴 Lた蜜濠ではクラブ活動が)遂行

は困難な額は～;多 か った. しかし手術をしても術後復帰ま

で約 1鞍を賓することか 終)手術適応は卒業後の活動も考

慮して決定すべきであろう.
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59辛 里 ･f･.木作業Ll

:＼.患佃 こ榔 卜前に一､封!古.性聞j裂障L･十号夜中化十号輔町

成を含む高度変形症性変化を認めるB

以上の検討結果から ACL 損勝半月板損傷 と変形症

性変化の予防をするためをこぼ畢期の手術的 ACL 再建

が必要と結論できる.

Ii. 1次修復と一次修復 ･再建術の比較

磯 路復は,1～155年pOII)()1MLrhu(Itこい/'/濁 瑚 J巨与:捕

告 t--::.卜L来Ti;_二十行わナ｢∴13-た. Lか L ･Jj Ol(lt､=仙_,Il

ら桝 は--次修復の2年と5年経過時での成績を報告 し,

鮪緩経時的をこ不安定膝が増加 しスポ- y活動をこ裸婦困難

なものが奉かったと報告 している.

~打 二Ft､;.tL,i一l∴7-も5if:-経過後ハ:肘-Oが ^1)1__上..し-1

支障を訴え声また75%がスポ--ツ活動a)支障を訴えてお

り決 して満足できる結果ではなかったと述べている.普

打て1症-Il姉丁頼 ､.-I:'も 1.IlL･tlt11こ1TllL､Stで陰性化 いて.トキ:､

い 11日JLH例申 (‖姉Tl:ilて十 .トrhlL､Stて守∴浴倒中1岬 帰一

みが陰性化 しているをこすぎなか-｡た.また愛鷹前と同程

度をこ式ポ- y活動を行 っていたも瑚 孟9例 と少な く満足

な結果とはいえなかった (索 郎.

著者 らは抜上の結果から観照修復をこよって得 粘れる強

度では不充分 と考え,1985年以来 ACL 損額新鮮例をこ

封 じては-決勝複 や再建術を行ってきた.その近隔成績

管.LL i_ーこ1(､hnl川11t､t<tで1紳 伸 11'仲｣王宮､が陰性什 L.JLTk

嘗estでは13例削%が陰性化 し 良好な結果を得た.ス

求-ツ活動能でも16例車10例63%が転との活動 レベルをこ

戻 り得て満崖すべき鮎のであった (豪 5),飛沢6)あー-A
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蓑 5 --扶植iti例!._ー-次f斬ti･再建肘坤1~潮~桂城精し11比頼

次 畔 龍
了が2-'8小

L扶植氾･再建絢
t'85-'871

757

症例数 (盟/女)

術後経過期間

術後成績

1,acllmilntPSt障性

Jerktt-.qt陰什

スポ-ツ活動復帰

次藤森をこ再建術を合併 した例の成績を報告 し才一次修復

のみや練旧化再建術例の成績 より私良好であったと報告

している, しか し Cabaud桝ユ6)の犬の実験によると,

A(｢1′(;1-沃終価 ∴ 膝蓋靭帯,:,:侶い上再建術合併桝LT一一.

('情愛;1日 ト二二､ハ引 .､張 り乳性｣と.Tllこ1＼i111こ111日il(トと正常

ACL の37%を示 し,一次修復のみの且0%よりは良いに

しても決 して安心できる強度でないと述べている.著者

鍔)症例の車をこ屯再断裂が2例認められており,充分注意

深い術後管理の必要性が示唆されている申

(I. 血管茎付き膝蓋靭帯を用いた再建術について

鬼CL の再建をこ周いる自家組織としては膝蓋靭帯ばか

りでなく予腸腰靭帯,半凝橡筋凝き薄肪鮭などの健月弓が

考_十▲一木:::I. 今回筈苦1､､が抹flji/I'I_随意粧(･E-)｢馴lrjlこi

を夢殿骨-大腿骨問で靭帯再建に招いた時その強度は

Noyt､S口■''tLJ)E構鼓に十1LL_r11こiXiTllこ111()こl(巨こ宜常 :1(ll.

の159%と充分な強度があるはずである.また両端部の

両骨-の固着についても骨癒合が完成すれば問題ないと

考え臣)れた.ところで奪回この手術法において,再建さ

れた靭帯の成熟期問を短縮する目的で血管茎の温存を試

みたがこの効果に関 しては術後をこ血管造影などで確認 し

ていないため,その意義をこついて結論することはできな

かった,この点に関 して ATnOCZkyは米を周いた実験

I.~こ1 両も出損妾ハ mi(､rL-IlnL,ioL.rI1両11･て良好左裾.行7㌦証

明されたをこ屯かかわらず苧再建靭帯の成熟期間を短縮す

ることができなかったと述べている.

Clancy浸8)屯ほぼ同様の報皆を行っており,再建靭帯

の血行を温存すること碍霊薬性をこついては否定的である中

的操成績では l,こlL､IlmantぐSlで陰性化i-,!Jい7-,jij､こ21

例;r)tlO(ト上 (､1こけ1Ll1,1tl.(†llGO(バ.守 屋1?〔卜L,7)2SOoJL.'圧と憧

れていたが, もとの弟ポープ活動-の復帰は53%で Ci-

3日(.15,/2こ1~1

2.;卜1I/Jj~j

-('牛5十日j

16(12//.い

11I:-JljJJJ

-Ll;I:12･IJlj.j

12!1()(7;I./い

1日/16L63(:r-1

これは術後経過期間が相対的をこ短いことが主祭網子をこなっ

ているためと推察される.伸展制限が6例をこみられたが

これは本術式においで血行を温存するためをこ腔骨側付着

部を解剖学的付着部位より前方に設置せざるを絡なか-3

たため紅,伸展時をこ大腿骨葦関都前方にあたる焼肉があ

るためと考えられたすまた膝蓋靭帯を用いたために,膝

蓋人阻lt関節(71し･｢り)i一l.ltiO日 立訴十 Lrい:JL:亘､し｢)か36〔吊-

みられた9

ACL の再建をこよって変形症性変化の進行は阻止され

るか否か殿点に関 Lてぼ,著著の検討対象例をこけおける術

後経過年数がなお短いので結論できないが,術後も高い

スポ-ツ活動 レベルを維持しているこれ かつ調査時

Laehmamtest陽性であった2症例に変形症性変化の遮

音亨を認められたことから,これが変形症予防をこ役立って

いるものと推測された｡

Ⅰ). 新鮮 A(ll,損傷に対する一次修復 ･再建術

と陳旧化後再建術例の比較

手術的治療を新鮮時をこ行うべきか陳旧化練に激能障害

を訴える場食をこけ行うべきかの問題に対して,著者らが打っ

た.粧軒 A(11J損傷Lp.,.k十し卜三､一次暗視 ･再建術例 (1-H/

監群)と血管墨付き随意靭帯を滞葺いた陳旧化後再建術例

廿日､ーⅣ肝し)(712群で比較検討Lて∴吊∴

･まず瞳の動揺廿では 1.こlL､h111こ1†1I(lSlではm即か1(刑

中に1雄1j7500か陰性でしニトこ~いた,川･ー_可LてTV抑止こifミ仲｣申

Jt-_,rklt､st.~こ･も111群は1:刑ゴlOt,カし職 什化 し.TV群L里 1'

例620(,､L再酎 Lていた.~り∴-パ17通い＼円復帰汗m附で

1(1仲j(i二iOo.TV郡てlt姉り5300(..-認 め上､,It上が,nl群では(1

1の3例を含み活動性の高い症例が多かった ぎ豪 6)｡

以上の結果より新鮮 ACL損傷時に手術を折ったⅢ

群U)方がより良好な成績が得られていた.
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素 転 心次修復 を再建術例と陳旧化後再建術例の比較

･立棺二(i･fFi･;1!t'/トJ
L..●tは)-一代7､)

陳旧圧座再建t･をj
Uぬ -'87)

症例数 (男l査)

術後経過期間遷

術後成績

1.llChm;lntest

JeTkも曽離
鼠が-､再若勤複輯

1∴ 総 括

1.ll(､l..jⅢも与･ltq汗叫･:I_,榊か法則;ー~裾IV坤 ｣, 儀 略複

けて擁健的転帰を擁護-才した.
2.,fjlLLEr‖姉-:トト~こ~言..ii最上､＼l)LE-.∴｣1-､人 十 十 と

降はないが,多掴)症例で鼠ポ-ヅ活動能は 際 p-L て い

た,損傷ACLは自然治癒することなく 時 間 C3経 過 と

ともに消失することが野瞳かとな--3た .不 安 定 性 をこ よ り

半月板損傷紗合併率も経年的に増加 し 5 年 鉦 と腰 適 例

で言l州し-0㌦浩､''乙1.畑㌧..:i-,}J::= 拙 守 い ､L 線 t･J'lOoくI

変形症性変化g二瓶毒現が認められた.

ヅ活動に充分な安定性を賦与し得ず,接の動揺性も経年

的i.増･1｣旧 :~ト.･ト..
I. L沃料k･車貼 h-(冊 溝 購 Il吊 ∴ キ粧 1検i;‖用

例は術後なお短期間ではあるが宇山次藤森よりも良好で

ス酢-ツ活動への復帰も高率であった.しかし帝断裂例

鮎あり,注意深い術後管理の必努性が示唆された叩

(,.陳旧1'L伸 二廿･巨:～N叫･(､S法∴準拠 L,JJ_直射 TllILf･

伸展制限を残す症例がみられたが隙の動揺性は減少もJ,

スポー-ツ活動に転53男摘 磯 婦 していた.ただし随意靭帯

を血管付きとしたことの車臓 は時に認められなか-)たサ

6. 新鮮 ACL 損傷に対ずる-磯 修復 8再建術の方

が陳旧化後荷建衛 掴 oyes法)より私良好な成績が得

られた事

終始御指導,御校閲を賜 りました,田島達也教授

をこ深謝いたします書また本研究にご協力頂 きました

新潟県立新発田病院伊藤惣一郎先生並びをこ膝関節班

o)諸先生方に感謝致 します一
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